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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、豊後系浄瑠璃の一流派である、常磐津節の伝承実態を網羅的に調査するものであ

る。そのおもな成果は、現行される常磐津節の曲目とその数を把握したこと、上演頻度の低い

曲目の上演事例を記録したこと、特定の曲目にみられる改曲および復曲の経緯について明らか

にしたこと、関西・名古屋で独自の伝承経路を持った曲目について考察したこと等である。ま

た、作曲年や作曲者に関する通説の不備も指摘した。これらの成果は、曲目ごとに情報を整理

したデータベースとしてまとめ、ウェブサイト上で適宜公開を行う。 

 

研究成果の概要（英文）： 

I studied comprehensively the actual condition about succession of "Tokiwazu-bushi" which is 

one school of the "Bungokei Joruri". As a result, I checked correctly many numbers of the 

"Tokiwazu-bushi" inherited now, and recorded the performance example concretely about 

the number with few opportunities performed. Moreover, I considered the circumstances by 

which some specific numbers of "Tokiwazu-bushi" was remade or it was revitalized. I also 

described some programs which followed original tradition in the Kansai district or Nagoya. 

Furthermore, I corrected the defect of the accepted theory about a composition year or a 

composer. Finally, I built these results as a database and exhibited them on the website. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）豊後系浄瑠璃は、宮古路豊後掾（享保
から元文頃に活躍した浄瑠璃太夫）の系統を
ひく浄瑠璃の種目（流派）の総称である。今

なお、常磐津節・清元節・新内節などが現行
されており、あわせて数百曲もの伝承曲（現
行曲）が、種目（流派）ごとの実演家によっ
て継承されている。 

機関番号：２４３０１ 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：２２５２０１４４ 

研究課題名（和文） 豊後系浄瑠璃の伝承実態 

                     

研究課題名（英文） Research of the actual condition about succession of the "Bungokei Joruri" 

研究代表者 

竹内 有一（TAKEUCHI YUUICHI） 

 京都市立芸術大学・日本伝統音楽研究センター・准教授 

研究者番号：60381927 



 

 

しかしながら、各種目においてどのような
曲目が伝承（現行）されているのか、つまり、
曲目ごとの伝承実態を知りたいと思ったと
き、そのすべてが一覧できるような資料は、
これまで存在したことがなかった。 

 

（２）例えば、平凡社『日本音楽大事典』（1989

年）の巻末付表に、種目ごとの「主要現行曲
目一覧」が掲載されているが、「主要」な曲
目に絞って編集されたため、ここに掲載され
ていない伝承曲が膨大に存在している。また、
「主要」とは言いがたい曲目が散見される、
復曲された曲目の経緯について注釈がない
といった問題点も含め、情報の出所や精度に
ついて再検証が必要である。 

このほか、各種の文書類・研究書・事典・
概説書・雑誌等の記述によって、伝承実態に
ついての手がかりが得られる場合があるが、
情報の精度や量のばらつきが多いので、多く
の文献を博捜した上で情報を比較検討して
考証を重ねなければならない。 

 

（３）一方、実演家側の立場から、種目ごと
の現行曲がすべてリストアップされるよう
な機会や機運も、ほとんどなかった。その理
由として、次のようなことが考えられる。 

 ① 豊後系浄瑠璃の流派においては家元が
存在し、職業演奏家の認定（師範状発行）、
門弟の支援、社会的働きかけ等を行うための
組織として一定の役割を果たしてきた。ただ
し、能楽や地歌などの場合と違って、家元が
すべての伝承曲目を把握したり管理したり
するといった発想や行動はあまり発達しな
かった。 

 ② とくに常磐津や清元では、歌舞伎興行
に即して毎月のように新作・改作が生まれた
反面、再演・伝承されずに失われた曲目も多
かった。曲目の誕生と淘汰の変動が常に生じ
ていたので、現行曲の把握やリストアップは
困難であった。 

 ③ 現在、実演される機会の非常に少ない
曲目（稀曲）も多々存在する。こうした曲目
は、実演者間で情報が共有される機会も少な
くなり、実演者の記憶から遠ざかりやすい。
また、実演者にとって不確かな要素の強い稀
曲を含めた現行曲の網羅的リストアップは、
実演者にとってもたいへん困難な作業であ
る。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究は、豊後系浄瑠璃について、曲
目ごとの伝承レベル（上演頻度、盛衰の概況）
を調査し、その伝承実態を明らかにすること
を目的とする。 

 

（２）調査対象は、現行される豊後系浄瑠璃
としては最古の種目であり、伝承曲数が最も

多いとみられる〈常磐津節〉から着手する。
なお、研究初年度において、常磐津節の基礎
的調査に想定以上の時間がかかったため、そ
れ以外の種目（富本節、清元節、新内節等）
については、予備調査に留めることとした。 

 

（３）伝承実態の網羅的把握は、研究者だけ
でなく、伝承曲の正しい保存や新たな復活を
行おうとする、実演者や公演制作者の側から
も要請されている。そうした伝承・実演の現
場にも役立つような、わかりやすく使いやす
い成果物をウェブサイト上で提供すること
を目指す。 

 

３．研究の方法 

（１）常磐津節の曲目を網羅的に収集整理し、
曲目ごとに次のような伝承のレベルを調査
する。 
① 初演時から継続的に伝承されている。 
② 初演時から継続的に伝承されているが、

のちに意図的な変更が加えられている（改
曲）。 

③ 伝承が途絶し、途絶以前の資料（音源、
楽譜、常磐津正本、口伝情報等）をもとに
復元・創作されている（復曲）。 

④ 近年の伝承事例が極めて少なく、かなり
限定的に伝承され、将来は衰滅の可能性が
高いと考えられる（稀曲）。 

⑤ 伝承が途絶している（廃曲）。 
 
（２）前項②③④に該当する曲目および事象
を重点的に精査する。伝承に関わる要点をデ
ータベース中に記述する。とくに、通説と異
なる点、初めて明らかになった点はわかりや
すく明記する。 
 
（３）曲目および伝承の調査において参照し
た書伝情報・口伝情報・メディア情報を整理
し、伝承実態の確認に際し重要なものを取捨
選択してデータベース中に記述する。 
① 主な書伝情報：上演記録類・上演時の印

刷物（番付・パンフレット等）・随筆類・
常磐津正本（稽古本）、番付、研究論文、
雑誌記事等。 

② 主な口伝情報：実演者等への取材によっ
て得られた情報・インタビュー記事など芸
談の類。なお、取材を行う実演家は、常磐
津節保存会会員（重要無形文化財認定の伝
承者により構成）、常磐津協会正会員、（社）
関西常磐津協会正会員より、芸歴の長い
10 名程度を対象とする。 

③ メディア情報：レコード・放送・録音物
等。 

  
（４）データベースから必要な情報を抽出し、
見やすい形式に整えてウェブサイトで公開
する。 



 

 

 
４．研究成果 
（１）現在における常磐津節の伝承曲（現行
曲）の曲目数を、できる限り明確に把握した。 
 ① 常磐津節は、その創流時（1747 年）か
ら戦前（1945 年）までの約 200 年の間に、約
700～800 曲目が作られているとみられるが、
そのうち、今なお伝承されている曲目は、約
250 曲であることがわかった。 
 ② 従来、伝承曲目の目安として利用され
てきた平凡社『日本音楽大事典』巻末「常磐
津節主要現行曲目一覧」の掲載数は 106 曲（昭
和元年まで）であるが、｢主要｣とは認め難い、
上演頻度がきわめて低い曲が約 10 曲、伝承
実態の確認できない曲が約 10 曲含まれてい
ることを確認した。 
 ③ 常磐津節の稽古本目録として出版され
た『常磐種』嘉永 2(1849)年本には、約 450
の曲目が列挙されている。掲載曲のすべてが
当時伝承されていたとは考えにくいが、創流
から約 100 年後において、当時の家元が存在
を確認していた曲目を列挙したものとして、
一つの目安になる。 
 
（２）上演頻度がきわめて極めて低く、将来
の伝承が危ぶまれる曲目（稀曲）を多数確認
した。 
 ① 現役の実演家による伝承例、あるいは
戦後の伝承例が、１～２例しか見当たらない
曲目については、とくに念入りに伝承事例を
探すようにつとめ、データベース中に記録し
たが、引き続き、より広範な継続的調査が必
要である。 
② 現役の伝承者からの聞き取り調査によ

り、稀曲の継承に際しては、昔の譜本やそれ
を使った時の記憶を大切にすること、段階を
踏んで伝承を確かなものにしていくこと、門
弟の支援やよりよい公演の場、等が必要とさ
れることがわかった。委細は〔雑誌論文①〕
に報告した。 
 
（３）初演後に意図的な改変が加えられたも
のが伝承している事例（改曲）、伝承が途絶
えた後に復活した事例（復曲）を明らかにし
た。 
 近年の主要例は〔雑誌論文①〕に提示し、
委細はデータベースに記述したが、まだ調査
が十分ではない曲目が多いので、引き続き補
訂を重ねる必要がある。 
 
（４）曲目ごとの常磐津稽古本の出版動向に
基づき、伝承の盛衰の状況を考察した。 
 ① 常磐津節の普及、稽古の便宜をはかる
ために出版された常磐津稽古本は、その存在
自体が、伝承実態を裏付ける資料であるとい
える。常磐津稽古本は、戦後に至るまで版行
されたので、とくに幕末から近代における伝

承状況を把握するために有用である。 
 ② 出版動向の調査については、本研究に
着手する以前より研究代表者が構築し、約
3000 書目を登録している、常磐津正本・稽古
本データベースを活用し、伝承頻度の低い曲
目を中心に書誌的情報を洗い直した。 
 
（５）地域的な特徴のある伝承事例を明らか
にした。 
 ① 常磐津節は江戸・東京を中心に展開し
たが、文政期頃より名古屋にも広まり、幕末
から明治にかけて名古屋独自の作品も作ら
れ、名古屋版の稽古本が出版されるほど盛況
した。名古屋の動向については主として安田
文吉氏の先行研究を参照し、江戸・東京とは
異なる名古屋での伝承実態についても補足
した。 
 ② 近代の関西における上演記録と、現在
の関西での伝承曲を比較すると、かつて名古
屋で作られた曲が現在、東京圏よりも関西圏
において比較的よく残っていることが判明
した。その原因は、幾人かの伝承者が、名古
屋と関西を拠点に活動していたことによる
と考えられる。 
 
（６）伝承曲の成立年（作曲、初演）に関す
る通説の不備を改めた。 
 ① 成立年の考証に際しては、常磐津正
本・稽古本の書誌データを見直すことから進
めた。通説の訂正に際しては、誤りとみられ
る記事の初出や原因も詳しく考察し、あわせ
てデータベース中に記述した。 
② 概して、古い一般向けの解説書におい

て、伝聞等に基づいた根拠の裏付けが十分で
ない説が、安易に記述されたり、無批判に引
用を繰り返されたりする事例が少なくない
ことがわかった。 
 
（７）作曲者に関する通説の不備を改めた。 
 研究代表者は、本研究と並行して、2011 年
度より、「常磐津節演奏者の芸歴に関する調
査」（文化庁補助事業、常磐津節保存会）を
進めている。本研究の成果を、同報告書〔図
書①③〕における演奏者（作曲者）の経歴調
査にも活用した。 
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